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（発  行  所）（発  行  所）
７３７３ＯＢＯＢ会会

問い合わせ先問い合わせ先
第７３戦車連隊　　広報班第７３戦車連隊　　広報班
０１２３－３２－３１０１０１２３－３２－３１０１

内線 ５８０内線 ５８０

連隊長統率方針連隊長統率方針
「力の結集と発揮」「力の結集と発揮」

連隊長要望事項連隊長要望事項
「常に備えよ」「常に備えよ」

ドローン対処のコープゲージを装着した第４戦車中隊の戦車ドローン対処のコープゲージを装着した第４戦車中隊の戦車

戦車上から敵情監視する第４戦車中隊の戦車長戦車上から敵情監視する第４戦車中隊の戦車長

各中隊を支えた第３戦車直接支援中隊の戦車回収車各中隊を支えた第３戦車直接支援中隊の戦車回収車

第３戦車中隊長の命令下達第３戦車中隊長の命令下達

情報収集活動を行う偵察小隊の斥候陸曹情報収集活動を行う偵察小隊の斥候陸曹

戦闘準備状況の確認をする第２戦車中隊の小隊長戦闘準備状況の確認をする第２戦車中隊の小隊長

令和 8 年度 北海道
　大演習場

　
連
隊
は
、
令
和
八
年
六
月
、
北
海
道
大
演
習
場
で
師
団
が

　
連
隊
は
、
令
和
八
年
六
月
、
北
海
道
大
演
習
場
で
師
団
が

実
施
し
た
機
械
化
部
隊
戦
闘
訓
練
評
価
支
援
セ
ン
タ
ー
方
式

実
施
し
た
機
械
化
部
隊
戦
闘
訓
練
評
価
支
援
セ
ン
タ
ー
方
式

に
よ
る
訓
練
（
Ａ
Ｃ

に
よ
る
訓
練
（
Ａ
Ｃ‒‒

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）
に
参
加
し
た
。

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）
に
参
加
し
た
。

　
訓
練
は
、
戦
車
中
隊
に
配
属
し
た
直
轄
小
隊
等
を
含
め
、

　
訓
練
は
、
戦
車
中
隊
に
配
属
し
た
直
轄
小
隊
等
を
含
め
、

二
コ
戦
車
中
隊
が
攻
撃
、
二
コ
戦
車
中
隊
が
防
御
で
参
加
す

二
コ
戦
車
中
隊
が
攻
撃
、
二
コ
戦
車
中
隊
が
防
御
で
参
加
す

る
他
、
訓
練
日
前
夜
は
、
中
隊
計
画
に
よ
る
行
進
・
宿
営
を

る
他
、
訓
練
日
前
夜
は
、
中
隊
計
画
に
よ
る
行
進
・
宿
営
を

実
施
し
、
中
隊
の
弱
点
是
正
を
図
る
と
と
も
に
、
中
隊
長
及

実
施
し
、
中
隊
の
弱
点
是
正
を
図
る
と
と
も
に
、
中
隊
長
及

び
小
隊
長
等
の
訓
練
企
画
・
指
導
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

び
小
隊
長
等
の
訓
練
企
画
・
指
導
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

〔 〔 AA rmored  rmored  CC ombat  ombat  TTraining  raining  EE valuation  valuation  SS upport  upport  CC enter 〕enter 〕
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◦
出 

身 

地

長
崎
県
対
馬
市

◦
前
勤
務
地

陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部　

米
陸
軍
士
官
学
校
教
官

◦
趣
　
　
味

駆
足
、
水
泳
、
読
書
、
釣
り
、
キ
ャ
ン
プ

◦
中
隊
長
要
望
事
項　
「
主
導
性
の
発
揮
」

強風の中を突き進む連隊長車強風の中を突き進む連隊長車

七戦橋南側の支障木伐採七戦橋南側の支障木伐採隊容検査の人員点検隊容検査の人員点検

弾着地の野焼き弾着地の野焼き小銃でのドローン対処小銃でのドローン対処

施設小隊の停弾堤整備施設小隊の停弾堤整備前方地域から離脱前方地域から離脱

一糸乱れぬ観閲行進一糸乱れぬ観閲行進

記念式典で整列した勝兜連隊記念式典で整列した勝兜連隊

攻撃の場面を披露した動的展示攻撃の場面を披露した動的展示

演
習
場
整
備（
前
段
）

第
一
戦
車
中
隊
訓
練
検
閲

7171stst

Anniv.Anniv.
第７師団第７師団 創隊7171周年 記念行事

　

令
和
八
年
八
月
一
日
付
で
第
一
戦
車
中
隊
長
に
上
番
し
ま

し
た
武
藤
三
佐
で
す
。

　

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
第
七
十
三
戦
車
連
隊
に
お
い
て
勤
務

で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
感
じ
つ
つ
も
、
そ
の
重
責
に
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。　
　

　

機
甲
師
団
、
連
隊
の
任
務
達
成
の
核
心
と
な
る
べ
く
、
何

事
に
も
主
導
的
に
取
り
組
む
第
一
中
隊
一
丸
と
な
っ
て
邁
進

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３等陸佐

武
む

藤
とう

　勇
ゆう

貴
き

令和８年８月１日付

陸曹長

佐
さ

藤
とう

　任
ひで

昭
あき

令和８年８月１日付

陸曹長

西
にし

村
むら

　洋
よう

一
いち

令和８年８月１日付

【第１戦車中隊長】【本部管理中隊】【第１戦車中隊】

新
着
任
中
隊
長
の
紹
介

新
着
任
中
隊
長
の
紹
介

新
着
任
先
任
上
級
曹
長
紹
介

新
着
任
先
任
上
級
曹
長
紹
介

　

連
隊
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
四
日
、
東
千
歳
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た
、
第
七
師
団
創

隊
七
十
一
周
年
記
念
行
事
で
、
記
念
式
典
、
観
閲
行
進
及
び
装
備
品
の
動
的
展
示
に
参
加

し
た
。
観
閲
行
進
で
は
、
連
隊
が
ト
リ
を
飾
り
勝
兜
連
隊
伝
統
の
一
糸
乱
れ
ぬ
行
進
を
披

露
し
た
。
動
的
展
示
で
は
、
第
二
戦
車
中
隊
西
川
三
尉
が
指
揮
す
る
戦
車
小
隊
が
、
迫
力

あ
る
攻
撃
の
場
面
を
披
露
し
た
。

　

連
隊
は
、
令
和
八
年
五
月
七
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
間
、
北
海
道
大
演
習
場
恵
庭
・
島
松
地
区
で
、
令
和

八
年
度
演
習
場
整
備
（
前
段
）
に
参
加
し
た
。

　

整
備
で
は
、
訓
練
施
設
整
備
等
で
、
演
習
場
の
機
能
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
七
戦
橋
か
ら
漁
村
の
間
の
、

支
障
木
伐
採
を
実
施
し
、
視
射
界
確
保
と
隠
蔽
を
両
立
さ
せ
、
か
つ
機
動
が
容
易
と
な
る
環
境
を
整
え
た
。

　

連
隊
は
、
令
和
八
年
六
月
北
海
道
大
演
習
場
恵
庭
・
千
歳
地
区
で
、
第
一
戦
車
中
隊
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

　

本
検
閲
は
、
Ａ
Ｃ

―

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
の
場
を
活
用
し
、
第
十
一
戦
車
隊
第
一
戦
車
中
隊
を
相
手
に
「
戦
闘
団
内

増
強
戦
車
中
隊
の
応
急
防
御
に
お
け
る
行
動
」
を
課
目
と
し
て
評
価
・
判
定
し
、
今
戦
っ
て
勝
ち
得
る
部
隊
・

隊
員
の
育
成
を
図
っ
た
。

　
頑
張
り
ま
す
！
　
　
　

　
傾
聴
力
と
柔
軟
性
を
も
っ
て
、
よ
り
良
い
職
場
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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第
一
戦
車
中
隊

第
一
戦
車
中
隊

第
二
戦
車
中
隊

第
二
戦
車
中
隊

第
三
戦
車
中
隊

第
三
戦
車
中
隊

第
四
戦
車
中
隊

第
四
戦
車
中
隊

　

八
月
の
定
期
異
動
に
伴
い
、
二
名
の
転
出
者
を
見

送
り
、
新
た
に
三
名
の
新
戦
力
を
迎
え
る
と
と
も
に
、

九
月
下
旬
に
は
新
隊
員
が
配
置
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
新
た
な
風
に
刺
激
を
も
ら
い
つ
つ
各
種
任
務
に

邁
進
し
て
お
り
ま
す
。
朗
報
と
し
て
令
和
八
年
度
偵

察
部
隊
合
同
訓
練
で
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
操
縦
の
部
で

竹
島
三
曹
が
ノ
ー
ミ
ス
で
走
破
し
た
が
タ
イ
ム
差
で

惜
し
く
も
「
第
二
位
」、
偵
察
警
戒
車
射
撃
競
技
会

は
分
隊
長
田
中
曹
長
以
下
六
名
が
参
加
し
、「
第
三

位
」
の
成
果
を
獲
得
。
そ
の
他
Ａ
Ｃ―

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
の
基

盤
を
活
用
し
た
各
直
轄
小
隊
を
含
め
た
中
隊
行
進
訓

練
、
各
戦
車
中
隊
配
属
に
お
け
る
各
直
轄
小
隊
訓
練
、

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
及
び
連
隊
ラ
ッ
パ
集
合
訓
練

の
担
任
・
実
施
等
、
多
忙
の
中
に
お
い
て
も
各
隊
員
が

前
向
き
に
各
種
訓
練
に
臨
み
、
任
務
を
完
遂
し
練
度

向
上
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
と
ま
こ
ま
い
港

ま
つ
り
に
連
接
し
た
艦
艇
広
報
の
場
を
活
用
し
、
中

隊
自
主
募
集
活
動
を
実
施
し
て
、
自
衛
隊
の
魅
力
と

興
味
の
促
進
を
図
り
、
志
願
者
情
報
を
多
数
獲
得
。

　

引
き
続
き
訓
練
最
盛
期
と
な
り
、
連
隊
検
閲
の
受

閲
、
戦
車
射
撃
競
技
会
等
、
中
隊
一
丸
と
な
っ
て
連

隊
の
任
務
完
遂
に
寄
与
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
隊
員
家
族
を
含
め
た
皆
様
の
御
理

解
と
御
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

八
月
一
日
付
で
新
た
に
中
隊
長
武
藤
三
佐
を
迎

え
、
中
隊
に
新
し
い
風
が
吹
き
始
め
ま
し
た
。
着
任

後
間
も
な
い
中
、
中
隊
長
以
下
十
名
が
一
丸
と
な
っ

て
「
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
」
に
参
加
し
、
普
段
の

仕
事
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
の
中
で
、
互
い
の
距
離
を

縮
め
、
中
隊
の
結
束
ひ
い
て
は
連
隊
の
団
結
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
夏
ら
し
い
晴
天
に
恵
ま
れ

た
中
で
の
演
舞
と
な
り
、
隊
員
の
笑
顔
と
会
場
の
熱

気
が
一
体
と
な
り
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

充
実
し
た
、
夏
季
休
暇
も
あ
っ
と
い
う
間
に
明
け

て
、中
隊
に
は
再
び
活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。し
っ

か
り
と
英
気
を
養
っ
た
と
こ
ろ
で
、
い
よ
い
よ
九
月

に
控
え
る
連
隊
検
閲
に
向
け
、
準
備
も
本
格
化
し
て

い
き
ま
す
。

　

新
た
な
体
制
の
も
と
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
確
実
に
果
た
し
、声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、

中
隊
長
統
率
方
針
「
信
頼
」
要
望
事
項
「
主
導
性
の

発
揮
」
を
胸
に
、
中
隊
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

盛
夏
の
候
、皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
第
二
戦
車
中
隊
は
、
五
月
、
演
習
場
定
期

整
備
参
加
に
始
ま
り
、
師
団
創
立
記
念
行
事
に
参
加

部
内
外
に
そ
の
威
容
を
示
し
ま
し
た
。
六
月
Ａ
Ｃ

―

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
に
参
加
、
困
難
な
状
況
に
も
屈
す
る
こ
と

な
く
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。
七
月
、
中
隊
練
成
訓

練
及
び
連
隊
集
中
訓
練
で
は
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
必
要

な
能
力
を
向
上
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
八
月
の
定
期
異
動
で
戸
嵜
二
曹
が
水
陸

機
動
団
戦
闘
上
陸
大
隊
第
一
戦
闘
上
陸
中
隊
へ
、
新

戦
力
と
し
て
水
陸
機
動
教
育
隊
か
ら
髙
橋
二
曹
が
着

隊
し
ま
し
た
。

　

中
隊
は
、
今
後
も
精
強
化
に
向
け
邁
進
し
ま
す
の

で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

立
秋
と
は
名
ば
か
り
の
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

第
三
戦
車
中
隊
は
、
七
月
に
今
年
度
新
た
に
新
設

さ
れ
た
採
用
制
度
の
幹
部
候
補
曹
か
ら
、
渡
辺
士
長

が
新
た
な
戦
力
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
精
強
第
三
戦
車
中
隊
の
訓
練
状
況
で
す
が
、

六
月
に
Ａ
Ｃ

―

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
に
参
加
を
し
て
中
隊
長
要

望
事
項
「
必
中
・
必
通
・
快
走
」「
柔
軟
」
を
具
現

し
任
務
達
成
に
邁
進
し
、
七
月
は
例
年
よ
り
早
い
時

期
に
実
施
さ
れ
た
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事
に
お
い
て

地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、
八
月
は
「
連
隊
家
族
の

日
」
に
お
い
て
家
族
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
・
ち
び
っ
こ
ス
イ
カ

割
り
大
会
・
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
、
陸
自
の
目
指
す

組
織
文
化
に
向
け
て
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
、「
令
和
八
年

度
師
団
戦
車
射
撃
競
技
会　

完
全
優
勝
（
中
隊
対
抗

の
部
二
連
覇
）」
を
中
隊
最
大
の
目
標
と
し
て
、
中

隊
一
丸
で
各
種
訓
練
等
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

秋
の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
、
皆
様

は
ど
う
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
第
四
戦
車
中
隊
は

五
月
の
第
七
師
団
創
隊
記
念
行
事
参
加
を
皮
切
り

に
、
Ａ
Ｃ

―

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
訓
練
、
連
隊
練
成
訓
練
、
ま

た
、
部
外
広
報
支
援
の
と
ま
こ
ま
い
港
ま
つ
り
参
加

な
ど
、
中
隊
の
総
力
を
結
集
し
、
任
務
達
成
に
向
け

邁
進
し
ま
し
た
。

　

六
月
に
は
連
隊
付
配
置
で
、
陸
自
高
等
工
科
学

校
か
ら
、
伊
藤
虎
太
郎
士
長
が
中
隊
に
配
置
さ
れ
、

技
能
を
磨
き
な
が
ら
、
中
隊
の
仲
間
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

お
め
で
た
い
話
で
は
、
五
月
に
丹
野
三
佐
の
ご
家

庭
に
、
長
女
、
彩
月
（
さ
つ
き
）
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
、

新
た
な
戦
力
？
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

中
隊
は
、
訓
練
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
が
、
隊
員
自

ら
が
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
、
中
隊
一
丸
と
な
っ
て

強
靭
な
中
隊
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
第

四
戦
車
中
隊
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
部
管
理
中
隊

本
部
管
理
中
隊

スイカ割り大会▶

◀敵と交戦

▶  

自
主
募
集
活
動

◀ 

橋
体
の
通
行

武藤３佐、着任武藤３佐、着任

とまこまい港まつりとまこまい港まつり

伊藤士長伊藤士長

初参加の中隊長初参加の中隊長

連隊集中訓練連隊集中訓練

演習場整備演習場整備

新戦力、髙橋２曹新戦力、髙橋２曹

ACAC––TESCTESC

とまこまい港まつりとまこまい港まつり

中
隊
だ
よ
り

中
隊
だ
よ
り
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えにわライフステーション Ｃａｆｅ＆ＩＴフィエスタ

お弁当の

カフェ
フィエスタ
所 在 地 恵庭市漁町１０４－２ ＴＥＬ ２５－６９７０
定休日 カフェ・IT：月曜日、お弁当のみかん：土日祝祭日、年末年始など

ＩＴ  

フィエスタ

無料体
験会随
時受付

事業所向け
宅配弁当

みかん

瓦そばと

恵庭のお菓子

シュネーバレンむぎゅー

（子供の未来はここにあり！）
（マイクラ・スクラッチなど）

こどもプログラミング教室
ヒューマンアカデミー
恵庭漁町教室

代表取締役　南　里　和　宏

第73戦車連隊
公式HP

第73戦車連隊の活動
や隊員の活躍、地域活
動等幅広く紹介してい
ます。
PC・スマートフォン
から見ることができま
す。是非、御覧下さい。

第73戦車連隊

札幌支社  新千歳営業所

 佐々木 久美子
 原 田 三 雅

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は

こ
ち
ら
か
ら

〉〉〉〉�

〈〈〈〈

　

連
隊
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九

日
ま
で
の
間
、
苫
小
牧
市
の
企
業
三
社
（
北
海
道
石

油
共
同
備
蓄
株
式
会
社
・
苫
東
石
油
備
蓄
株
式
会
社
・

株
式
会
社
中
村
電
気
）
の
参
加
者
七
名
に
隊
内
生
活

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
二
日
間
の
生
活
体
験
で
基
本
教
練
、
戦
車
試

乗
、
天
幕
設
営
、
10
㎞
行
進
訓
練
等
を
体
験
し
た
こ

と
に
よ
り
、
終
了
時
に
は
自
信
に
満
ち
た
顔
つ
き
に

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

10㎞行進10㎞行進 戦車試乗戦車試乗 天幕設営天幕設営

終了報告終了報告 格闘訓練体験格闘訓練体験 経口補水液で乾杯経口補水液で乾杯

隊
内
生
活
体
験

部
外
広
報
支
援

部
外
広
報
支
援

トマベイウォーターフロント2026 〔令和８年７月４日・５日〕

第71回とまこまい港まつり〔令和８年８月７日～９日〕

とまチョップ誕生15周年記念イベント〔令和８年８月23日〕
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洋 風

居 酒 屋　と　も
店　長　伊　藤　具　広

〒061-1373　北海道恵庭市恵み野西２丁目２番６
（JR恵み野駅前）

TEL/FAX（0123）３７－５１０１
携  帯 ０９０－６９９１－０２７６

自衛隊OB
　  積極採用中!

代
表
取
締
役 

熊
谷 

優
範

自
衛
隊
Ｏ
Ｂ

　
　 

生
徒
第
　
期
で
す
。

21

札幌支社 恵庭営業部
川原　いのり

〒061ｰ1448 北海道恵庭市相生町1ｰ8ｰ1
 いざりえ恵庭ビル３Ｆ

TEL：0123ｰ32ｰ8421
001‐23‐200

　

連
隊
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

の
間
、
東
千
歳
駐
屯
地
で
、
第
七
師
団
配
置
の
機
甲
科
隊

員
十
一
名
に
対
す
る
新
隊
員
特
技
課
程
「
機
甲
」
及
び
一

般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
「
機
甲
」
を
担
任
し
た
。

　

基
幹
要
員
の
熱
意
溢
れ
る
指
導
の
下
、
一
人
も
欠
け
る

事
無
く
、
立
派
な
機
甲
科
隊
員
を
育
成
し
、
各
戦
車
連
隊

に
送
り
出
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
八
・
九
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー
を
委

嘱
い
た
だ
き
ま
し
た
毛
笠
史
寛
と
申
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
自
衛
隊
に
つ
い
て
は
報
道
な
ど
を
通
じ
て

知
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
実
際

の
訓
練
や
装
備
、
隊
員
の
皆
さ
ん
の
日
々
の
活
動
に
触

れ
、
そ
の
魅
力
や
頑
張
り
を
自
分
の
言
葉
で
多
く
の
方

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
自
衛
官
と
い
う
仕
事
に
興

味
を
持
つ
人
が
増
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
も
貢
献
で

き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
行
事
や
訓
練
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
隊
員
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
防
衛

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記念撮影記念撮影

戦車の操縦訓練戦車の操縦訓練
大型特殊免許教習大型特殊免許教習

（連隊最先任による特別教習）（連隊最先任による特別教習）

本
部
管
理
中
隊

　

二
等
陸
尉　

小
　
林
　
　
　
渚

　
　
　
　
　
　

島
　
尻
　
美
　
和 

さ
ん

� 


令
和
八
年
五
月
二
十
一
日

第
一
戦
車
中
隊

　

三
等
陸
曹　

西
　
片
　
悠
　
斗

　
　
　
　
　

長
女
　
早
陽
（
そ
よ
）
ち
ゃ
ん

�

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

第４戦車中隊
３等陸佐

丹　野　拓　也

長女
彩月（さつき）ちゃん
令和８年５月19日

人
　
事
　
往
　
来

慶
　 

事

祝祝 

定
年
退
官
者
の
紹
介

誕

　生

誕

　生

第４戦車中隊
准陸尉　永　井　正　仁
令和８年５月27日付

本部管理中隊
３等陸尉　田　畑　修　二
令和８年７月25日付

第４戦車中隊
１等陸曹　亀　井　太　郎
令和８年９月３日付

毛笠コンクリート株式会社

代表取締役　毛
け

笠
がさ

　史
ふみ

寛
ひろ

 さん

昇
　
任
　
者

二
等
陸
尉
へ

　
　
　
　

連
本　

金　

田　

和　

大

　
　
　
　

本
中　

根　

岸　

晃　

輝

　
　
　
　

一
中　

福　

田　

修　

平

　
　
　
　

二
中　

原　
　
　

一　

真

三
等
陸
尉
へ

　
　
　
　

三
中　

首　

藤　

大　

樹

准
陸
尉
へ

　
　
　
　

本
中　

小　

池　

憲　

幸

陸
曹
長
へ

　
　
　
　

本
中　

堀　
　
　

直　

人

　
　
　
　

同　
　

蓬　

田　

雅　

樹

　
　
　
　

同　
　

西　

田　

直　

也

　
　
　
　

二
中　

上
ミ
地　

佳　

伸

　
　
　
　

同　
　

松　

井　

恒　

一

　
　
　
　

三
中　

菅　

原　

章　

大

一
等
陸
曹
へ

　
　
　
　

本
中　

中　

村　

寿　

宣

　
　
　
　

同　
　

永　

井　

階　

也

　
　
　
　

同　
　

宮　
　
　

章　

悟

二
等
陸
曹
へ

　
　
　
　

本
中　

本　

間　

達　

己

　
　
　
　

同　
　

山　

内　

洋　

輔

　
　
　
　

同　
　

藤　

井　

勇　

太

　
　
　
　

三
中　

梶　

原　

怜　

史

三
等
陸
曹
へ

　
　
　
　

本
中　

久　

慈　

陽　

海

　
　
　
　

同　
　

佐
々
木　

那　

望

　
　
　
　

同　
　

宮　

林　

龍　

空

　
　
　
　

同　
　

鳥　

井　
　
　

蓮

　
　
　
　

同　
　

川　

本　

京
太
朗

　
　
　
　

二
中　

白　

石　

大　

河

　
　
　
　

�

令
和
八
年
七
月
一
日
付

転
　
出
　
者

第
一
偵
察
戦
闘
大
隊
へ

　
　
　
　

三
佐　

竹　

田　

健　

一

遠
軽
駐
屯
地
業
務
隊
へ

　
　
　
　

二
尉　

武　

田　
　
　

秀

第
十
五
即
応
機
動
連
隊
へ

　
　
　
　

一
曹　

濱　

渦　

泰　

志

水
陸
機
動
団
戦
闘
上
陸
大
隊
へ

　
　
　
　

二
曹　

戸　

嵜　

健　

生

第
一
陸
曹
教
育
隊
へ
　

　
　
　
　

二
曹　

大
久
保　

岳　

仁

�

令
和
八
年
八
月
一
日
付

転
　
入
　
者

陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部
か
ら

　
　
　
　

三
佐　

武　

藤　

勇　

貴

第
七
特
科
連
隊
か
ら

　
　
　
　

二
尉　

根　

本　

忠　

明

北
部
方
面
指
揮
所
訓
練
支
援
隊
か
ら

　
　
　
　

准
尉　

阿　

部　
　
　

月

水
陸
機
動
教
育
隊
か
ら

　
　
　
　

二
曹　

髙　

橋　

雄　

介

機
甲
教
導
連
隊
か
ら

　
　
　
　

二
曹　

成　

田　

弘　

樹

�

　
　

令
和
八
年
八
月
一
日
付

新
配
置
隊
員

第
一
陸
曹
教
育
隊
か
ら

　
　
　
　
（
生
徒
十
四
期
）

　
　
　
　

士
長　

伊　

藤　

虎
太
郎

　
　
　

�
令
和
八
年
六
月
二
十
五
日
付

第
一
一
九
教
育
大
隊
か
ら

　
　
　
　
（
幹
部
候
補
曹
第
一
期
）

　
　
　
　

士
長　

渡　

辺　

鷹　

生

　
　

�

令
和
八
年
七
月
十
八
日
付

機
甲
教
導
連
隊
か
ら

　
　
　
　

二
士　

北　

澤　

柾　

弥

　
　

�

令
和
八
年
九
月
十
一
日
付

第
七
十
三
戦
車
連
隊

　
　
新
隊
員
教
育
隊
か
ら

　
　
　
　

二
士　

西　

尾　

琉　

斗

　
　
　
　

同　
　

阿　

部　

優
衣
菜

　
　
　
　

同　
　

山　

本　

駿　

太

　
　
　
　

同　
　

福　

村　

音　

色

　
　
　
　

同　
　

山　

上　
　
　

力

　
　

�

令
和
八
年
九
月
三
十
日
付

表
彰
受
賞
者

【
方
面
総
監
表
彰
】

第
五
級
賞
詞 

［
隊
員
自
主
募
集
］

　

二
中　

三
佐　

室　

井　

智　

行

　

三
中　

三
曹　

井　

本　

航　

太

　

本
中　

士
長　

嶋　

根　

高　

嶺

　
　
　

�

令
和
八
年
七
月
九
日
付

第
五
級
賞
詞
［
職
務
遂
行
］

　

一
中　

二
曹　

澤　

田　

勇　

樹

　

二
中　

同　
　

佐　

藤　

康　

博

　

四
中　

同　
　

山　

中　
　
　

薫

　

三
中　

三
曹　

井　

本　

航　

太

　
　

�

令
和
八
年
七
月
二
十
三
日
付

【
連
隊
長
表
彰
】

第
四
級
賞
詞 

［
職
務
遂
行
］

　

本
中　

二
尉　

武　

田　
　
　

秀

　

同　
　

曹
長　

佐　

藤　

任　

昭

　

二
中　

二
曹　

戸　

嵜　

健　

生

第
四
級
賞
詞 

［
車
両
操
縦
無
事
故
］

　

本
中　

二
曹　

加　

藤　

祐　

介

第
五
級
賞
詞 

［
職
務
遂
行
］

　

一
中　

三
佐　

竹　

田　

健　

一

　
　
　

�

令
和
八
年
七
月
二
十
二
日
付

結

　婚

新
隊
員

新
隊
員〔
後
期
〕

〔
後
期
〕
教
育
教
育

防
衛
モ
ニ
タ
ー
の
紹
介

防
衛
モ
ニ
タ
ー
の
紹
介
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広告募集中

明治安田生命保険相互会社
北広島営業所

住　所：北広島市北進町1‐2‐2 
　　　　北広島ターミナルビル 4F
連絡先：011‐373‐6130
ＦＡＸ：011‐373‐4980

防衛省
担当者

諸澤　紗苗 連絡先：070‐4895‐0351
清原　妃花 連絡先：070‐4896‐3340

不動産の事…お気軽にご相談下さい。

宅地建物取引業者　北海道知事　石狩⑴第7849号
賃貸住宅管理業者　国土交通大臣⑴第1797号

〒060－0061　札幌市中央区南1条西16丁目1番地279
リベルティ大通

TEL 011－632－7155　FAX 011－632－7889

株式会社

　
「
自
衛
隊
は
戦
場
で
敵
と
戦
う
こ
と
が
任
務
で
す
。
そ
の
た
め
、
私
は
敵
と
戦

う
訓
練
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日
ま
で
戦
場
に
行
く
こ
と
が
な
く
、
私

は
幸
せ
で
し
た
。」

　

私
が
ま
だ
一
等
陸
士
の
頃
、
あ
る
陸
曹
の
定
年
退
官
行
事
で
の
退
官
者
の
挨
拶

で
し
た
。
そ
の
言
葉
に
私
は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
〝
国
を
護
る
ん
だ
〟
と
い
う
気
持
ち
で
自
衛
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
が
、
戦
場
と

ま
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
さ
い
頃
、
父
か
ら
は
旧
満
州
へ
の
出
兵
、

そ
し
て
昭
和
二
十
二
年
一
月
ま
で
の
シ
ベ
リ
ア
で
の
強
制
抑
留
な
ど
い
ろ
い
ろ
と

話
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
自
衛
隊
に
は
大
き
く
三
つ
の
行
動
・
任
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
有
事

で
の
行
動
、
平
時
に
お
け
る
有
事
の
行
動
、
平
時
に
お
け
る
任
務
。

　

自
衛
隊
の
究
極
の
目
的
は
、
戦
場
で
戦
う
こ
と
で
す
。
戦
車
乗
員
の
皆
さ
ん
は

射
場
で
戦
車
射
撃
に
励
ん
で
お
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
最
大
限
に
成

果
を
発
揮
す
る
た
め
サ
ポ
ー
ト
す
る
本
管
中
隊
等
の
皆
さ
ん
。

　

し
か
し
そ
こ
は
、
射
場
で
は
な
く
戦
場
で
あ
り
、
標
的
で
は
な
く
敵
戦
車
等
な

の
で
す
。

　

最
近
の
情
勢
で
は
単
に
戦
場
の
概
念
か
ら
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態

に
お
け
る
状
況
に
な
っ
て
き
て
、
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
、
必
要
と
認
め
る
場

合
に
自
衛
隊
の
出
動
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

不
確
実
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
現
役
の
皆
さ
ん
は
常
日
頃
、
訓
練
に
励
ん

で
い
ま
す
。
自
衛
官
の
服
務
の
宣
誓
に
、
一
致
団
結
、
厳
正
な
規
律
を
保
持
し
、

人
格
を
尊
重
し
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

旧
日
本
軍
の
軍
人
勅
諭
に
は
、
一
軍
人
は
忠
節
を
尽
く
す
を
本
分
と
す
べ
し
、

一
軍
人
は
礼
儀
を
正
し
く
す
べ
し
、一
軍
人
は
信
義
を
重
ん
ず
べ
し
と
あ
り
ま
す
。

自
衛
官
の
服
務
の
宣
誓
と
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
任
務
達
成
の
た
め
に
厳
し
い

訓
練
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
厳
し
い
指
導
と
パ
ワ
ハ
ラ
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
部
下
隊
員
の
命
を
守
る
た
め
に
も
厳
し
い
指
導
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
常
業
務
・
生
活
ま
で
厳
し
い
指
導
が
及
ん
で
し
ま
う
と
パ
ワ
ハ
ラ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
後
難
を
恐
れ
て
部
下
へ
の
厳
し
い
指
導
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
代
は
リ
ス
ク
回
避
の
傾
向
が
強
く
な
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
意
識
し
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
を
意
識
し
て
し
ま
う
あ
ま
り
、今
度
は
ホ
ワ
ハ
ラ
に
な
り
、相
手
の
負

担
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ワ
ハ
ラ
は
、
部
下
に
対
し
過
剰
に
配

慮
す
る
こ
と
で
、
部
下
の
成
長
を
阻
害
し
て
し
ま

い
ま
す
。
部
下
を
成
長
さ
せ
る
に
は
、
時
に
は
厳

し
い
指
導
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
指
導
さ
れ
る

隊
員
諸
官
も
是
非
打
た
れ
強
く
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

部
下
は
上
司
を
尊
敬
し
、
上
司
は
部
下
を
信
頼

し
て
、
訓
練
を
通
じ
て
力
の
結
集
を
発
揮
し
て
、

有
事
に
備
え
て
訓
練
等
を
さ
れ
て
、
精
強
連
隊
を

築
い
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｏ
Ｂ
の
気
持
ち
で
す
。

　

色
々
と
昭
和
の
ロ
ー
ト
ル
兵
の
思
い
を
書
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
老
害
で
し
ょ
う
か
？
現
役
の
皆

さ
ん
は
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

　

私
の
趣
味
は
ゲ
ー
ム
で
す
。
特
に
「
Ｗ
ａ
ｒ 

Ｔ
ｈ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
」
と
い
う
Ｗ
ａ
ｒ
ゲ
ー
ム
を
プ

レ
イ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ゲ
ー
ム
の
魅
力
は
二
つ

あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
操
作
で
き
る
兵
器
が
豊
富
な
と
こ

ろ
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
現
代
ま
で
の
戦
車
・
航
空
機
・
艦
艇
等

を
操
作
し
て
敵
を
倒
し
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
偵
察
を
し
て
、
味
方
と
情
報
共

有
す
る
と
こ
ろ
も
面
白
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
色
々
な
兵
器
を
知
る
こ
と
で

す
。戦
車
は【
装
甲
や
砲
の
性
能
】航
空
機
は【
速

度
や
武
装
】
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
攻
略
す
る
に
は
、
敵
の

弱
点
を
考
え
な
が
ら
戦
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
隊
の
ゲ
ー
ム
仲
間
と
作
戦
を
考

え
、
連
携
し
て
勝
利
で
き
た
時
は
達
成
感
が

あ
り
、
す
ご
く
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
基
本
無
料
な
の
で
、
皆
さ

ん
も
一
度
や
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　

そ
れ
は
、
い
つ
か
ら
そ
こ
に
あ

る
の
か
、
誰
も
知
ら
な
い
。

　

誰
が
置
い
た
の
か
？

　

何
の
た
め
に
置
か
れ
た
の
か
？

　

な
ぜ
、
そ
こ
に
あ
る
の
か
？

　

尋
ね
て
も
、
知
っ
て
い
る
者
は

い
な
い
。

　

た
だ
一
つ
、
誰
も
が
口
を
揃
え

て
言
う
。

　
「
昔
か
ら
、
あ
っ
た
。」

　

そ
し
て
今
も
、
祠
は
そ
こ
に
た

た
ず
ん
で
い
る
。

　

ま
る
で
、
何
か
を
待
っ
て
い
る

か
の
よ
う
に
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

の
中
で
舎
前
の
小
高
い
丘
の
上
に

あ
る
祠
の
詳
細
を
知
っ
て
い
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
広
報
班
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

前進開始！前進開始！ 訓練を終えて訓練を終えて
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❖ 「
ゲ
ー
ム
」

�

第
三
戦
車
中
隊
　
三
曹
　
武
田
　
　
陸

「
想
い
」�

─
─
─
─
─
─
─ 

昭
和
の
ロ
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七
三
Ｏ
Ｂ
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偵
察
小
隊
の

偵
察
小
隊
の

��
競
技
会
等
で
の
活
躍

競
技
会
等
で
の
活
躍

　

偵
察
小
隊
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
八
日
名
寄
演
習
場
で

実
施
さ
れ
た
、
令
和
八
年
度
偵
察
部
隊
合
同
訓
練
（
オ
ー
ト

バ
イ
）
に
お
い
て
、
竹
島
三
曹
が
「
第
二
位
」
と
な
り
、
同

年
七
月
三
十
日
北
海
道
大
演
習
場
島
松
地
区
で
実
施
さ
れ

た
、
偵
察
警
戒
車
射
撃
競
技
会
に
お
い
て
田
中
曹
長
以
下
六

名
が
参
加
し
て
「
第
三
位
」
の
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
好
成
績
は
、
戦
車
中
隊
に
も
大
き
な
刺
激
を
与

え
、
部
隊
全
体
の
士
気
を
高
揚
さ
せ
、
偵
察
小
隊
の
活
躍
を

原
動
力
と
し
て
、
戦
車
中
隊
も
さ
ら
な
る
練
度
の
向
上
に
邁

進
し
て
い
ま
す
。


